
㊥　冨喜春霞　　　　診　断　書(榊の障害用,
様式第120号の4

(フリガナ) 氏名 ��ｨ�ｨ�ｨ�ｦﾉ�iD陷(ﾆCSyD絅#Y?ｩ�b�(蓜ｦﾈxbﾈ��

住所 �,rﾓｳｳｲﾉ<Sﾙ<X�h�ｲ���ｸ�ｸｬr�〇〇〇 椿ﾔ�Wｸﾊr�
Q) 障害の原因と なった傷病名 僖�*ｸｭ��ｨt��V�,ﾉJﾙ�iD霾�?｢�t(t�,ﾈ+ﾘ-��-�,H�8蹌�uD4Bﾓ��5(�ｸ6ｄcvb�,ﾉ�i|8/��8*�+ﾙ?｢���ﾃSyD繆ﾈ霄ｹm｢欝ﾘ��F著柑~ﾈ抱/�+R�

昭5,年7月境目簡碧④既存陣幸,iL (年月日) 

⑥傷病が治った(症状が茸走 した状態を含む.)かどうかC 剌ｻ.3年.0月5農 傲x�8,ﾈ.h*ﾘ,�.侈俛籐tﾂ閂帝W9k鑼Hｯ�ﾘ�/�+R�

CZ) 発病から現在までの病歴 及び治療の経過,内容､ 剪ﾂ述者の氏名〇〇〇〇請求人との続柄母親聴取年月日平成12年7月25日 

虫主峰は鼻骨が与かつ大が.皇級5ケ月項､魯魚.t^き-けが鼓8廉さ､○○や小鬼科に入鹿 
した○その級､館神速動の発達が通れ,また､3歳境まで2-3度のかき-けがあった○地歩Ll 
3歳辛､各藩は4歳境で.5歳項からかき-けLi/Sく)を-た○地えの養硬骨魚に通学し､阜貴弘 

就学.就労状況等､期間､ その他参考となる事項 儉IA宅で泉がt--?けば息作者を与危う○ 

㊨ 診断書作成医療機関 における初診時所見 剄兼Лi圭攻状ではんやL)している○尊号Liネ明瞭､各藩は｢Liい｣｢いいえJ*産の受け息え 

はする○t栂のか味見はできるが､2手酌iできをい071着の且わけはできる4,4号角はわからを 

初診年月日 直'2年9日川 凾｢○ 

哩) 刄A発育.養育歴イ教育歴ウ職歴 

これまでの発育ー養育歴等 (出生から発育の状況や教育 歴及びこれまでの職歴をでき るだけ詳しく記入してくださ 剪U畝5ケ月でかき-け 剴緖刳� 凾� 不就学.就学猶予 芸等…書芸雲蓋;憲,‥遜鎧 �) ) 

い｡) 凾ｻの他 

エ治療歴(書 �*ｸ*ｸ.ｨ,�*(�ｨﾘx,ﾘtﾊ)OXﾖﾊ9y8,亢ﾉ?ﾈ+X,H*ﾘ+�+8*(�ｲ宙�i:�ｨ�9|8ｴ�ｭh,ﾉ?ﾈ��隍��,ﾙZｨ*�,Hｴﾉ?ﾈ+X,H*ﾘ+�+8*(�ｲ��

医療機関名 剋｡療期間入院.外来病名主な療法転帰(軽快.悪化.不変) 

○○小鬼耕鳥銃 剌ｺ57年12月-58年2月亀静外来手相 

△△小.札軒轟絶 剌ｺ58年3月-平12年8月入院⑳わ 剴儂�*ｸ*�*ｲﾘ*��+���+Y��:�����8欒�

○○鳥銃 剳ｽ12年9月～現在年-｢片入院㊨お 劔u霾���

年月-年月入院.外来 

年月-年月入院.外来 

⑩障害の状態(平成14年4月24日現症) 

ア現在の病状又は状態像く該当のローマ数字､英数字を○で囲んでください○) 劔�48ﾛhｴﾈ,ﾈ�9�H,�,(*(,JH+ｸ,ﾉ/i7り��2顏雲ｹo)9�/�ｾ��ﾉ4�,亢ﾈﾝｨ+X,H*ﾘ+�+8*"�

前回の診断書の記載時との比較(前回の診断書を作成している場合は記入して下さい.) 劔唸ﾆh艾/�ｦXﾖ�ﾆ�,X*ｸ.�*ｩZ��ﾈ,冰�.�,h,X*ｸ/�*(�｢�S�*�,ﾈ*俶97�,ﾘ,X*ｸ.�*ｪC),ﾈ,ﾘ,X*ｸ/�*%��
1変化なし2改善している3悪化している4不明 

l抑うつ状態 1思考.連取制止2刺激性､典*3走うつ気分 

4自殺企国S希死念慮 
6その他() 

Ⅱそう状廼 劔啜､豚/�,ﾈ��.ﾘ*�,ﾘ,X*ｸ.�*ｪI�(ｵ8,ﾘ.ﾘ*�.x/�*(�ｲ�
l行為心迫2多弁.多動3惑柵昂壊.刺激性4思考奔逸 
5易怒性.被刺激性先進6誇大性 
7その他() 

Ⅱ幻*妄恵状態等 劔唸,h*ｸ,况�X�+X,IY�/�+�*�+x+�,h*ｨ*�.��ｲ�
l幻覚2妄想3させられ休鹸4思考形式の障害 
5著しい奇異な行為6その他() 

l典を2昏迷3拒絶.拒食4漉裂思考 
5衝動行為6日億7無動.無反応 
8その他() 

l自閉2惑什鈍麻3意欲の減退 
4その他() 

l意弘混濁2(夜間)せん妾3もうろう4錯乱 
5てんかん発作6不杜嫌症7その他() 

※てんかん発作の状態※発作のタイプは記入上の注意参照 

1てんかん発作のタイプ(A.巳.C.D) 

皮(年間回､月平均回､遭平均回程度) 

⑳(邪悪誌ア態度⑳中和ウ主よエ蛇丘 

5遂行牡鹿叶書6注意辞書7その他() 

Ⅶ発達陣書的連症状 

1相互的な社会耶俵の茸的撫育2言語コミュニケーションの陣書 

3限定した常同約で丘徒的な関心と行動4その他() 

Ⅸ人格変化 
l欠拍状姓2無邪心3無為 
4その他症状等() 

Ⅹ乱用､依存等(薬物等名:) 
1乱用2依存3Al脱 

刀その他〔】 

本人の障害の程度及び状態に無関係な欄には記入する必要はありません｡ (無関係な欄は､斜線により抹消してください｡ )
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ウ日常生活状況 �3日常生活能力の程度(該当するもの一つを0で囲んでください○) ※日常生活能力の程度を記載する除には､状態をもっとも適切に 記載できる(精神障害)又は(知的障害)のどちらかを使用して下さ 
1家庭及び社会生活についての具体的な状況 (ア)現在の生活環境(該当するもの一つを○で囲んでください.) 

入監5.名入所く空夢.その他(,' 凾｢C く精神障害) (l)輯神障害(病的体鼓.蔑遺症状.認知症,性格変化等)を認め るが､社会生活は普通にできる. (2)拝神障害を認め､家庭内での日常生活は普通にできるが.社 会生活には､援助が必要である○ (たとえば､日常的な家事をこなすことはできるが､状況や手順が変化し たりすると困難を生じることがあるo社会行動や自発的な行動が適切に出 来ないこともあるo金銭管理はおおむねできる場合などC) (3)精神障害を認め家庭内での単純な日常生活はできるが､時 

同居者の有無(く冨).無) 

(イ)全般的状況(家族及び家族以外の者との対人関係についても 
具体的に記入してください○) 

[芸晋…£禁…最.bLこせ鮎紬し矧て] 
2日常生活能力の判定(該当するものにチェックしてください.) (判断にあたつては､単身で生活するとしたら可能かどうかで判断してくださいB) 

(1))切な*事-配膳などの準備も含めて適当量をバランスよく摂ることがほぼできるなどB 凾ﾉ応じて援助が必要である. (たとえば,習慣化した外出はできるが､家事をこなすために助言や指導 を必要とするo社会的な対人交虎は乏しく､自発的な行動に困難があ るD金銭管理が困難な場合などC) 

自尭 �4�,�,X*ｸ.�*ｨ鳧齷Jﾙ4�*�,)4ｹ�8,俎8*H+��ﾋ�.)�ｸ�/�+X,H.��
ロできる12)には助青や指事をZjとはできないが助吾や指Ejできない苦しくは行 必要とするgIがあればできるわない 

(2)書証のJl兼長持-洗面､洗髪､入浴等の身休の衛生保持や着替え等ができるoまた､ �(4)精神障害を認め､日常生活における身のまわりのことも､多く の援助が必要である｡ 
自室の清掃や片付けができるなどo 

□できるta謂 �4�,�,X*ｸ.�*ｨ鳧齷Jﾙ4�*�,)4ｹ�8,俎8*H+��ﾋ�.(轌;�/�+X,H.���ﾋ�.(轌;�/�ﾏｸ,h,ﾘ,X*ｸ,�*(*ｨ�ﾋ�.(輾8ﾘ,X*ｸ,�*(ｾｨ+X*ﾘ,ﾘﾗ2�(たとえば､著しく適正を欠く行動が見受けられるo自発的な発言が少な い､あつても発言内容が不適切であったり不明瞭であったりするo金銭管 
必要とするgFがあればできるわない 剽揩ｪできない場合など8) 

(3)金df宅とTい牡-金銭を独力で適切に管理し､やりくりがほぼできるDまた､一人で �(5)耗神障害を認め､身のまわりのこともほとんどできないため, 

買い物が可能であり､計画的な買い物がほぼできるなどo 剌寛桙ﾌ援助が必要である. 

E]できるロだ誌窒詰欝b賢や榊があればでロ聖霊慧烹畳 必要とするわない �(たとえば､家庭内生活においても.食事や身のまわりのことを自発的に することができない.また､在宅の場合に通院等の外出には､付き添いが 必要な場合などQ) 

(4)i浜とJLJt㊥不幸)-朗鵬に通院や服薬を行い､病状等を主治医に伝えることがで �(知的障害) 

きるなど8 �(1)知助障害を認めるが､社会生活は普通にできる. 

ロできるロだ誌隻語欝ta賢や榊があればでロ誓諾驚Li<豊 必要とするわない �(2)知的障害を認め､家庭内での日常生活は普通にできるが､ 社会生活には､援助が必要である○ 

(5)他人との主息伝達及び対人BI焦-他人の話を聞く､自分の意思を相手に伝える､集剛勺 �(たとえば､簡単な漠字は読み書きができ､会話も意思の疎通が可能で あるが､抽象的なことは難しいd身辺生活も一人でできる程度) 

行動が行えるなどo �(3)知的障害を認め､家庭内での単純な日常生活はできるが､時 に応じて援助が必要である. (たとえば､ごく簡単な読み書きや計算はでき､助言などがあれば作業紘 可能である且体的指示であれば理解ができ身辺生活についてもおお 

ロできる｡霊室諾欝b誓言や榊があればで｡警諾驚L貢tiT# 必要とするわない 

(6)身滋の安全長持及び免租対応-事故等の危険から身を守る能力がある､通常と異なる事 凾ﾞね一人でできる程度) @o謡莞欝霊もヲ触活における身のまわりのことも､多く 
態となった時に他人に援助を求めるなどを含めて､適 
正に対応することができるなどo 

｡できるロだ誌音譜欝甘賢や梅郷あればでロ警認諾 必要とするわない �(たとえば､簡単な文字や数字は理解でき､保護的環境であれば単純作 業は可能である.習慣化していることであれば吉葉での指示を理解し､ 身辺生活についても部分的にできる程度) 

(7)社会性-銀行での金銭の出し入れや公共施設等の利用が一人で可能○また､社会生活 �(5)知的障害を認め､身のまわりのこともほとんどできないため､ 
に必要な手続きが行えるなど○ 剌寛桙ﾌ援助が必要である. 

Dできるロだ競認許由賢や鰯があればでD空認諾 必要とするわない �(たとえば､文字や数の理解力がほとんど無く､簡単な手伝いもできな い○吉葉による意思の疎通がほとんど不可能であり､身辺生活の処理ち -人ではできない程度) 

エ現症時の就労状況 刄I身体所見(神経学的な所見を含む) 

o勤務先(一般企業.作業所.就労支援施設などの名称種類及び障害者雇用､一般丈用､ 刳e港ネ明噂 
自営などのJE用形態について記載してください.) 

○勤続年数(年ヶ月)○仕事の頻度(遇に.月に()E]) 剽ﾍ臨床検査(心理テスト(知能テストの場合には､知能指数､精神年齢)を含むo) 申†.ビネ-式検査Ia40 

○ひと月の給与(円程度) 
キ福祉サービスの利用状況(降着自立支援法に定する自立訓､ 

0仕事の内容 刹､同生活援助､共同生活介護､在宅介護､その他障害福祉サービス等) 

○仕事場での援助の状況や意思疎通の状況 刳ｧJqしていをい 

QJl 現症時の日常生活活 動能力及び労働能力 (必ず記入してください○) 冽Y|����,ﾘ,�*ﾚC畏h-ﾈﾖ�,ﾙ^ｩ�X,ﾈｸ(�*ｨｸIXﾂ�

⑫ 予後 (必ず妃入してください.) 弌ﾈﾘh,ﾘｨ鞁�-�/�*"�

⑬ 備考 ��

上記のとおり､診断します｡　　　　　平成14　年　4　月　24　日　　　　　　　　　　　　　　(精神保健蒋定匡　00　号)

病院又は診療所の名称00病院　　　　　　　　　　　診療過当科名　　　　　精神科

所　　在　　　地　00県00市○○　　　　　　　医師氏名　　0　0　0　0



(付　記)

〇本例は､初診日が｢昭和57年7月頃｣であるので､障害認定日は1年6月後の昭和59年1月頃となるが､まだ20歳前であるの
で､ 20歳に達する日(平成14年4月4日)の障害の程度が国年令別表に該当するか否かの認定を行うこととなる｡
この診断書の障害の状態は､平成14年4月24日現症のもので､ 20歳到達日以降3月以内の診断書であるので､ 20歳到達日

の障害の状態はこれで確認できる｡

○傷病は､ ｢知的障害｣であるので､ ⑨､ ⑩, ⑪欄は必ず記載されていなければならない｡

■認定
障害の程度は､簡単な会話はできるが複雑になるとできず､知能指数は田中･ビネ一式検査でIQ40で1桁の加減算はでき
るが､ 2桁はできない｡

また､発語不明瞭､方角がわからない等､日常生活において母親の援助を必要とし､日常生活能力の程度は､ ｢日常生活
における身のまわりのことも､多くの援助が必要である｣となっており､精神能力の全般的発達に遅滞があり､日常生活にお
ける身辺の処理にも家族の援助を要していることから､ ｢日常生活が著しい制限を受けるか､又は日常生活に著しい制限を
加えることを必要とする程度のもの｣に該当すると認められるので､ 2級16号と認定されるo


